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事業の概要事業の概要



取り組みの背景（１）取り組みの背景（１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成１９年７月　　

　　岩見沢道路事務所安全協議会第２工事課分会からＡＳＰを

　　用いた現場情報の共有を発注者へ提案。

平成１９年８月

　　岩見沢道路事務所安全協議会第２工事課分会でＡＳＰを

　 用いた現場情報共有を実施。



取り組みの背景（２）取り組みの背景（２）

【目　的】
　　　監督員個々において実施していた「現場を待たせない」「速やかに回

答する」という対応をより組織的、システム的なものとし、工事現場にお
いて発生する諸問題に対し迅速な対応を実現する。

１．品質確保への取組み強化

　　　工事現場において、発注段階では予見不可能であった諸問題が発
生した場合、対処に必要な発注者の意志決定に「ワンデーレスポンス」
の実施、問題解決のための行動の迅速化を図る必要がある。

２．工事の効率化

　　　安全と品質を確保したうえで、受発注者が協力して適切な工程管理
を行うことにより、速やかに工事を完成させ、早期に供用開始を行うこと
でメリットが発生する。



難　局

ＣＣＰＭ

ワンレス

ＡＳＰ

「成果」

「課題」
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取組みと効果取組みと効果

工事打合せ簿の決済の迅速化、省力化

　　　　担当職員が仕事を抱え込む状況を防ぐ

　　　　施工者を待たせず、工事をスムーズに進める

　　　　３者協議の活用

受発注間の連携強化

　　

　　　現場状況と現場代理人とのコミュニケーション

　　　　工事工程管理の見直し



現場の声現場の声

今日の現場作業は、無し！



現場を取り巻く環境現場を取り巻く環境

厳しい気象条件

不均一地盤による施工の難しさ

低い落札率

工事内容の大きな変更

こうるさ～い発注者（笑）

　　　まるで不夜城か？

　　　人員不足なのか？



さて、どうしようか・・・？さて、どうしようか・・・？

「ＯＤＳＣ」　

「ＣＣＰＭ」　 　

「ワンレス」　　

「ＡＳＰ」　　　　

「秘策」

「コミュニケーション」



目的（ODSC）目的（ODSC）

石狩川水系夕張川に建設する多目的ダムのシューパロダ
ムに関連して、水没する一般国道４５２号の付け替え道路
であるとともに、現道の線形不良を解消し、道路交通の安
全性、確実性の向上を図る道路を「最良の手段」で建設す
ることを目的とします。

夕張市民への貢献を意識したもの造りを行うことを目的と
します

　　

さまざまな環境変化に順応できる技術者の育成



ワンデーレスポンスワンデーレスポンス

＜継続のポイント！＞

もの造りへの情熱

請負者側の「思い」を伝える資料整備能力

　　　＜問合せのテクニックを学べ！＞



CCPM　工程表



ASP　情報共有サーバ



ASP　情報共有サーバ



ASP　情報共有サーバ



主任監督員の苦悩と意気込み主任監督員の苦悩と意気込み

数ある苦悩

　・仕事の多様化

　・時間の使い方

　・工事進捗に対し無頓着

課題と意気込み

　・人材育成の難しさ

　・ＣＣＰＭ取組みの拡大



「三方良し」実現へのアプローチ「三方良し」実現へのアプローチ

「ワンレス」＋「CCPM」＋「ASP」によって

自分たちも、協力会社も変わる

発注者も変わる

地域も変わる

「人材」＋「CCPM」＝「人財」


